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チ ン パ ン ヂ ー の 染 色 體

　Texas の P 虹 壇 撒 の 教室 で チ ン パ ン ヂ ーの 精災が細胞學的に研 究され た。材 料は約 2 歳 と 9 歳の 堆

か ら得 られた もの で あ るが ，固定 ｝二の 諸種の 鰍 ・の た め 固定は 甚 だ ま つ く ， と て 恚正確な形態的蔚究ば 出

來 さ うに な い v それで もや つ と染色軆數 は數 へ られ た樣で孚數 （の で お 〜25
， 恐 ら く ？4 で はな い か と

言つ て ゐ る
。

π
，
24 な らば人類や 一lfattt’tet“s と 同數 で ある （；b

’
　ci　e ココ　ee 　91； 74〜而 ）σ 　　 倣 野佐二 郎）

仔 を 産 ん だ 螺 馬

　Ferri沁 の 牝簍毳驀が Arizena か ら報告され た。遊 の 騾 馬 は イ ン デ ｛ ア ン か ら 購入 した もの で ，
　y 歳 で

約 丁（10 ポ ソ ドの 北 で ， そ の 素性もわ か つ て ゐ る し ， そ の 外麹か らも騾馬た る こ とは 疑が な い とい 羲 こ れ

力騾 馬の 牡 と交配 して 193P 年 7 月末 重頭 の 仔を産ん だ （よ Ilered．30： ．548｝。 　　　 （牧野佐 二 郎）
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367 ； 時償 34 鷹

　本書｛こ Prob 正elllcコder　Bio ］ogie 叢書 の 第三卷 と して 鷺行せ られた もの で ， 著者は 現在 ハ レ 大 學 り 講緬

と して 動物生理學，嚇物心理學方画 に 業蹟多 く， 崩に 其 の 緬 w ，N 筑 DD 那 B 鵡 駅 教擾 との 共著 ”
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力鴇 る。本蘇 瑛 の 傍題が 示す騙 こ， 叉 著者が 自ら序女で逋べ て

ゐ る樣に，綱摸そ ゆ 飽 光感覺謫哥
ldj
に 於 げる エ ネ ル ギ∵ 變換 り 過程， 即 ち 厂光」 が 厂興奮一1 に變換す る過程

を 主 と し て 豪 揖 ：け ，
「光 」 iこ難す る動勉の 全撒 仮 憖叉｛ま行動に は 殆ん ど趨れ て 居な い

． 從 つ て 本書は覗

覺 三ヒ理學 の 全毅 を盡す もの と 綜 云 ひ得オ∫い ボ ， 顯漿
’L理學 の 邏程 の 分拆に瀰する縦 O近來最も内容に 富ん

だ好著と云 ふ こ と が 出來る。

　第
一一
章 で は 光 乃 勃理轟徽 質及び其 じウ作用に聞す る法則を謹罩に逑 べ ，第二 章で一殺乃 細胞字呈｛織 の 感 〉留 i三

を叙述 して ゐ るが ，何れ も第三 章以下 の 序論を成ナ もの と 見做され る 。 第三三章で は 無脊難動 物の 先盛 覽細

脚 乏び光感覺騫官 の 概齪を輿 へ ltpt，脊｝齷 轍 糊 莫の D 叩 里i漁 t耄・｛he・・ie に就 て 約 ・｝・頂 を費 し 之 び

貿に 單なる蝦読 の 域 を瞬 して ゐ る こ と を力説 し て ，
VER 跚 ⊃R 等 の 見解に對 し 生 理 撃者 と して の 立場 か ら

癌烈な駁撃を加へ て ゐ ろ、第四章及び第五 章は箸者の ま設も得意 と す る領域，郎ち照彰1の 如栂に依る網鮫 の
’

變化及 び之に 騾す る諸反應 り 碍究で ある。第四章で 著者は 厂錐醫 に 對す る錐體油粒しワ意義 藁皐鎧 に 對す る

色素上皮 の 共れ と司様で あら 5」即ち錐醴油粒は錐盤物質の 再
「
ヒに役立 つ もの で あ ら

t
）と云 ふ 私 見を獲 表

し て ゐ るが ， 之 が も し眞な らぼ色覺理論に 對 する重要な貢獻 と云 ふ べ きで あ らう． 最後に 第六 章は網膜及

び醜神經 の 電氣生理學に關す るもの で 稍 ζ附鑷の 感が あるc

引用文獻は ｛獅 に一tb ， ；kの 中に lxtgfLの 業蹟 も相蛍 含ま れ て ゐ るが ， 其 の 殆ど全部が H懸 ・際 者の もの

で あるこ と は ， 本邦動物畢界 の 爲め稍 t 遘憾 の 念を禁 じ得 ない
。 　　　　　　　　　 （本城市次廓）

Carl　SCHLIgptR ・ P 瓰 ktikum 　der 　Z ・ ・physi ・1・gie ． 1脚 ． 9・・st　i・Y 　 F ……c・her． 20s 頁

　　13．30 圓 （丸善）

　從來動物生理學の 實驗書 と して ぽ 數種の もの が 出版され て ゐる。 本書が特別に それ らの もの よ i
）優れ て

ゐ ると云 ふ 事で 此處に紹介す る の で な く薪刊書 と云 ふ意味で で あ る。 著者 の e．　SCHLrEPER 　iX　］1［．11
’］）1／rg

大學の 動物翳教授で お る。
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　内容iま 1．Tell　J．　S・　tOξkwex：hselplL｝
’
sio ｝◎誓ie，2，　Teil ； B ρ weg 延1n9 雲一und ｝lc・rvenPh ．vsiologip ，　3・Teil；

Reiz・und 　 S．　imne・p婚 si・ 三。勲 及び 逢．食 i！； Fai’b“
’
eehselpli ．ysiulegie の paffに 大 別 し ， 更に 細項に

區別 し各項 に 於て先づ實籔に・醸 な程 度の 解説をな し， 次い で 實翳事項が 記載され て ゐ る 。 爾各項 の 終 夢

に 重要參考交獻が 列擧 され て ゐ る。實験材料は脊椎動物 と 無脊椎 動物と を 適當に Rl（K て 居 る 。 倒 へ ば 1・

Tvil の 〈2＞ほ 潰化と吸牧 で あるが その 内に ぱ先 づ 人閤の 唾液1こ よ る澱粉の 溝化を實驗 し 次 い で 無脊椎

動物に於げ る澱粉消化の 弼 と して JIE’i・i・｝’　：1・vm 　atia の 唾 腺を堺ひ て 居 る しβ，　Tel至の 朿繊 及感覺生珪申の

光感覺も無脊稚 動物 と脊椎動物と隈別 して 居る。　　　　　　
’

　内容全體：と して は 動物聖理 ゆ 最薮 の 進歩 を取扱つ た項 F｛は な く， 展謂新鮮昧に ほ乏 しも Tl．つ 實馥方 法

と して 新 工 夫 と云 ふ もの もない が 一
般脅をな籔黝 生理 の 實験指導書 と して は纏 つ た もの で あ 恥 最後に附錐

と して IFS33年 X 王 24 に ドイ ツ政府に 依つ て 辭捷 され た P 齶 denrsehff　Reic／hs−Tiei’schutz ．oesetz が

記載さ れ て 居る 。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （高槻梭
一

）

高 桑 艮 異 著 　脣足綱整 形類ヂ ム カデ 目

　 B本動物分類 第九 卷第 八編 第
一一
號た る本書の 内容は 1 概読 （pp・1−2）II外部形態 （pF 鋲 玲 JlI 内

臓 （PP．
．
17−2D）JV 生態 （r・P．2正一23）Y 分布 〔1貼 2島 2う） VI 分類 （PP・26．−1−13）、

τ
11 丈獻 （Pl・・14＋・

14S）及び舞語索引邦語 索引 （1躰 14V−】［C“に 分 た れ る。暦足類ほ 即ち蜈蚣類で あ る が其の 内先 づ ヂ ム カ

デ 目 （
：
］eopl “1昏 ns ユvrpina を纏め られた もの で分類の 章に 記載せ られた ヂ ム カ デに 5 科 2  屬 66 種に及

ぶ。中で 2 罵 42種 ま で が之ま で 著者に よ り新群と し て 諸誌 に 褒 表され た もの で あ る か らン 著者の 螻蟋駢

究に 印され た 足跡 乃 大きい こ と が知られ る。和名に
．
苦 勞され た で あ ら うこ とは推灘に難 くな い が 詫 々 難

解なの が ある。
35 種まで 隼瀬盡伯お 健筆 に 成 る 背面全形践を掲 げて あ るが期 くの 如き1ま本鄭多足獺誌 に

始め て 見る壯擧 で Svる。た L“多足類に 於け る全形圃が 毬的漂雛把握に どれ 丈役に ⊃  つ もの か本雷氤 く
一・・切

其 の 試金石 とな る と思毳 挿入 の 15う 圃は悉 く著者原岡 で著者綜 自ら多く描き校正 も他を 患は す こ と な

貞身で 當 り良心鷲 遠作 た る を誇 つ て 居 る。

　高桑氏は 始め民國 に ， 後國内 の 中等數育界に重きを成し功成 り名遂 げた昭和 L）−3 年頃力・ら 蜈蚣類 り 研

究に着手せ 瞬 し賑和 3 年 1
’
ム カ デ類 0 化粧作業」 な る 工篇 を獲表せ られた る を手始め に 今年 5 月現在

ま で に 多足類に 關する 69 篇もの 論著を世に 逶 つ て居 ら れ る 。 其等乃 大多數 は蜈蛟 に 鏘す る もの で あ る が

茲一
兩年 は 馬陸 の 調査 も並行 して 進め られ て 舛る 。 氏 は 老年近 〈なつ て 多足類 の 研究に 斐心 せ られ鶸來壯

者 も顔負け の 不懸 の 努力 で 今 日で は 本邦に 於け る多足郷 ∫寵 の 第一入者とな られた り は 弼 と し て も傑 い

こ と で ある。 あれ もこ れもと念 ひ つ 玉 能滓搴が らざる紹介者 Z＞如きは 跣足で逃げ出 し凌 くな る位で あ る。

年 と共 に 精賑 の 度 を増 し て 行 く氏 り 研究振 りは 非常なπll齢で 総 且つ 立 て 續け に業績を 發表 しつ Σ あ る1・

の V ｝：RHOEFF や 査 rTEMS に 比す る こ と が灘來 ， 多足類研究家 に は 斯樣に 死 ぬ まで 研究を 怠 らな い 力行

の 士 揃ひ な の を簿つ て ， 學者で あるか らに は 正 に期 くこ そあ り度けれ と今更 の 如 く敬偲 ウ念を葺に するも

の で あ る。 氏は 更 に 毓勢を鼬 つ て 本書 の 姉妹篇 な る唇足綱 オ ホ ム カ デ 日の 校正 を殆 ど 了 し其 の 上 埣 叉遠か

らず との こ と で ある。日本 ）） フ ．r．ル ヘ フ 高桑良興氏の 釜 々 御甦勝に して東亜謹多足類研究 を大 成せ られ

ん こ と を切に 薺念す る。紹 和 15 年 3 月 三 省堂發行 ， 定價 4Pi ，、　　　　　　　　　　 （高島券雉）
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